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～こども園ド・レ・ミマラソン大会～

　10 月２日、 こども園ド ・ レ ・ ミで毎年恒例の

マラソン大会が行われ、 多くの父母が見守る中、

園児たちは全力で特設コースを走り抜けました。



１　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
に
向
け
た

取
組
等
に
つ
い
て

　

７
月
30
日
に
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
沿
線
地

域
の
公
共
交
通
に
関
す
る
調
査
・
検
討

協
議
会
」
の
第
５
回
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
各
交
通
モ
ー
ド
に
係

る
運
行
収
支
、
運
行
開
始
ま
で
に
要
す

る
期
間
な
ど
の
基
幹
要
件
を
は
じ
め
、

運
行
能
力
面
、
利
便
性
の
主
要
部
分
を

検
討
事
項
と
し
、
実
現
の
可
能
性
、
住

民
の
足
の
確
保
、
経
済
的
合
理
性
の
視

点
か
ら
、
実
現
可
能
な
交
通
モ
ー
ド
と

し
て
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
全
線
復
旧
」「
鵡
川
・

日
高
門
別
間
の
鉄
道
と
バ
ス
」
「
全
線
バ

ス
」
の
３
案
に
絞
り
込
み
、
今
後
は
町

長
会
議
で
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
７
月
27

日
に
国
土
交
通
省
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
及
び

関
係
者
に
よ
る
支
援
・
協
力
に
つ
い
て

公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
対
す
る
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
監
督
命
令
が

発
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
北
海
道
運
輸
局
鉄
道
部
長
か
ら
、
説

明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、
札
幌
市
圏
内
に
お

け
る
非
鉄
道
部
門
も
含
め
た
収
益
の
最
大

化
や
、
地
域
の
関
係
者
と
の
十
分
な
協
議

を
前
提
に
、
事
業
範
囲
の
見
直
し
や
業
務

運
営
の
一
層
の
効
率
化
な
ど
、
収
益
の
増

加
と
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
み
、
徹
底

し
た
経
営
努
力
を
行
な
う
も
の
と
し
、
事

業
範
囲
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
よ

り
も
他
の
交
通
手
段
が
適
し
て
お
り
、
利

便
性
・
効
率
性
の
向
上
も
期
待
で
き
る
線

区
に
お
い
て
、
地
域
の
足
と
な
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
を
進
め
る
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

　

関
係
者
に
よ
る
支
援
・
協
力
と
し
て

は
、
国
の
支
援
は
、
国
鉄
清
算
事
業
団

債
務
等
処
理
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
鉄

道
運
輸
機
構
を
通
じ
て
行
う
も
の
で
、

平
成
31
年
度
及
び
平
成
32
年
度
の
２
年

間
に
お
け
る
支
援
内
容
と
し
て
、
利
用

が
少
な
く
鉄
道
を
持
続
的
に
維
持
す
る

仕
組
み
の
構
築
が
必
要
な
線
区
に
お
け

る
鉄
道
施
設
、
車
両
設
備
投
資
な
ど
に

対
し
、
地
方
自
治
体
の
同
水
準
の
支
援

を
前
提
と
し
た
支
援
、
経
営
基
盤
強
化

に
資
す
る
前
向
き
な
設
備
投
資
に
対
す

る
支
援
な
ど
で
、
２
年
間
の
総
額
は

４
０
０
億
円
台
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
８
月
20
日
、
管
内
の
町
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
綿
貫

常
務
か
ら
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
鵡
川
・
様
似

間
を
バ
ス
転
換
し
た
場
合
の
支
援
策
や

護
岸
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
バ
ス
路
線

に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
収
支
想
定

に
よ
り
バ
ス
運
行
開
始
後
18
年
間
の
自

治
体
負
担
額
へ
支
援
す
る
こ
と
、
列
車

と
バ
ス
の
定
期
料
金
と
の
差
額
支
援
に

つ
い
て
は
廃
線
し
た
時
点
の
在
校
生
が

卒
業
す
る
ま
で
続
け
る
こ
と
、
Ｊ
Ｒ
日

高
線
は
様
似
町
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
え
り
も
町
ま
で
の
乗
り
入
れ
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
、
鉄
道
用
地
な
ど
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
場
合
に
自
治

体
へ
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
、
乗
車
人
数

に
合
わ
せ
て
大
型
や
小
型
バ
ス
、
ワ
ゴ

ン
車
を
導
入
す
る
こ
と
、
通
学
生
や
住

民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
高
校
へ
の

乗
り
入
れ
や
病
院
、
商
業
施
設
付
近
に

停
留
所
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
の
考
え

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

議　会
-第３回定例会 -

町
長
行
政
報
告

　

護
岸
対
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
、
資
金
の

手
当
が
つ
く
範
囲
内
に
お
い
て
コ
ツ
コ

ツ
と
積
み
上
げ
て
い
く
と
し
、
強
固
な

護
岸
対
策
を
採
る
こ
と
は
難
し
く
、
今

後
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て
は
国
や
道
と

相
談
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

鵡
川
・
日
高
門
別
駅
間
に
関
し
ま
し

て
は
、
仮
に
鉄
道
運
行
を
再
開
す
る
と

し
た
場
合
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
地
元

と
協
議
を
要
す
る
部
分
と
し
て
、
持
続
的

に
維
持
す
る
費
用
が
営
業
損
失
と
施
設

な
ど
維
持
費
を
合
わ
せ
年
３
億
２
千
万

円
、
再
開
に
必
要
な
折
り
返
し
設
備
な

ど
の
初
期
費
用
が
６
千
万
円
、
ま
た
、

運
行
面
で
は
、
現
在
、
苫
小
牧
・
鵡
川

間
は
１
日
８
・
５
便
で
す
が
、
運
行
再
開

後
の
想
定
は
鵡
川
・
日
高
門
別
間
が
４
．

５
便
に
減
り
、
苫
小
牧
・
鵡
川
間
と
同

便
数
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
、
現
在
の

代
行
バ
ス
運
行
の
８
便
と
比
較
し
て
も
、

利
便
性
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
大
狩
部
・
厚
賀
間
の
護
岸
決

壊
に
よ
る
土
砂
流
失
に
つ
き
ま
し
て
、

損
壊
箇
所
の
応
急
措
置
は
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
恒
久
対
策
の
目
途
は
見

え
な
い
た
め
、
日
高
町
村
会
及
び
日
高

総
合
開
発
期
成
会
と
し
て
、
去
る
７
月

25
日
、
北
海
道
の
関
係
部
及
び
北
海
道

議
会
の
各
会
派
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し

速
や
か
に
対
応
す
る
よ
う
指
導
を
要
請

し
て
い
ま
す
し
、
更
に
、
今
回
初
め
て

北
海
道
と
の
合
同
の
中
央
要
請
活
動
と

し
て
８
月
７
日
に
上
京
し
、
道
内
選
出

の
国
会
議
員
並
び
に
国
土
交
通
大
臣
、

副
大
臣
、
政
務
官
を
は
じ
め
関
係
官
僚

に
対
し
ま
し
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し

災
害
復
旧
に
向
け
た
指
導
を
行
な
う
と

と
も
に
、
国
な
ど
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
代

わ
り
復
旧
整
備
が
で
き
る
仕
組
み
の
創

設
の
要
請
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

農
作
物
の
生
育
状
況
と
販
売

状
況
に
つ
い
て

　

８
月
15
日
現
在
に
お
け
る
主
な
農
作
物

の
生
育
状
況
で
す
が
、
北
海
道
農
政
事
務

所
に
よ
る
道
内
の
水
稲
の
作
柄
状
況
は
、

６
割
以
上
の
地
域
で
「
不
良
」
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
６
月
中
旬
か

ら
７
月
中
旬
の
気
候
が
低
温
・
日
照
不
足

で
推
移
し
、
分
け
つ
が
進
ま
な
か
っ
た
た

め
、
穂
や
も
み
の
数
が
「
少
な
い
」
と
予

想
さ
れ
た
た
め
で
、
厳
し
い
見
立
て
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
日
高
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
町
内
で
の
生
育
状
況

調
査
で
は
、
平
年
の
４
日
遅
れ
と
い
う
評

価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
の
生
育
は
比
較
的
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
中
旬
以
降
の

日
照
不
足
に
よ
り
生
育
は
鈍
化
し
、
収
量

は
平
年
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

牧
草
は
、
一
番
草
は
平
年
よ
り
も
約
１

か
月
の
収
穫
遅
れ
と
な
り
、
品
質
や
栄
養

価
の
低
下
が
著
し
く
、
二
番
草
の
生
育
遅

れ
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

次
に
８
月
31
日
現
在
に
お
け
る
新
冠
町

農
協
取
り
扱
い
の
農
作
物
販
売
総
額
は

５
億
３
８
０
７
万
円
で
、
前
年
か
ら
10
．

５
％
の
増
、
金
額
に
し
て
５
１
０
０
万
円

ほ
ど
上
回
る
状
況
で
す
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
ピ
ー
マ
ン
は
、
前
年

対
比
、
販
売
単
価
で
１
６
１
円
、
販
売

金
額
で
は
４
３
０
０
万
円
ほ
ど
上
回
る

４
億
５
５
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
興
作
物
の
ア
ス
パ
ラ
の
販
売
金
額

は
、
前
年
を
約
４
０
０
万
円
上
回
る

３
９
５
８
万
円
で
し
た
。

ピーマン選果場の作業の様子

ＪＲ日高線の被害状況

第３回定例会

　９月 11 日に招集された第３回定例町議会は、９月 19 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、山本教育長の行政報告のほか、平成 30 年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。

不通が続くＪＲ日高線、実現可能な交通
モードの絞込み検討が進められています
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３　

国
保
診
療
所
の
病
床
再
開
後

に
お
け
る
運
営
状
況
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
よ
り
国
保
診
療
所
の
入
院
病

床
及
び
休
日
夜
間
に
お
け
る
救
急
外
来
患

者
の
受
入
れ
を
同
時
再
開
し
ま
し
た
が
、

入
院
病
床
は
、
８
月
１
日
、
２
名
の
受
入

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
８
月
中
に
お
け
る
最

大
入
院
時
患
者
数
が
９
名
で
、
１
か
月
間

の
入
院
延
数
20
名
、
退
院
延
数
１
２
名
、

８
月
31
日
現
在
入
院
患
者
数
８
名
と
な
っ

て
お
り
、
８
月
中
の
１
日
平
均
入
院
患
者

数
は
６
．
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

休
日
夜
間
に
お
け
る
救
急
外
来
患
者
の

受
入
れ
は
、
平
日
の
時
間
外
の
急
患
対
応

者
４
名
、
休
日
12
名
、
合
計
16
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
休
日
及
び
夜
間
に
お
け
る
救
急

車
に
よ
る
急
患
搬
入
受
入
れ
は
４
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
べ
き
、
地
域
に
お
け
る
医

療
・
介
護
の
充
実
強
化
は
重
要
か
つ
急
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
医
療
・
介
護
現

場
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ケ
ア
体
制
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

診
療
所
の
入
院
病
床
の
再
開
は
、
そ
の

一
歩
で
も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
安
全
安
心
が
感
じ
ら
れ
る
町
づ
く
り

に
強
い
信
念
を
持
っ
て
ま
い
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

４　

台
風
21
号
及
び
平
成
30
年
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
か
か
る

被
害
状
況
に
つ
い
て

　

９
月
４
日
か
ら
５
日
に
北
海
道
の
日
本

海
側
を
通
過
し
た
台
風
21
号
は
、
当
町
に

瞬
間
最
大
風
速
23
．
５
メ
ー
ト
ル
の
強
い

風
を
も
た
ら
し
、
農
業
施
設
で
は
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
全
壊
１
棟
、
半
壊
４
棟
、
一

部
損
壊
１
棟
、
２
２
４
万
円
の
被
害
と
、

こ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
に
よ
り
、

ピ
ー
マ
ン
６
０
０
㎡
、
84
万
円
の
被
害
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

個
人
所
有
の
住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
建
築

物
で
は
、
屋
根
の
一
部
損
壊
や
看
板
の
転

倒
な
ど
、
６
箇
所
の
被
害
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
、
５
日
午
前
１
時
20
分
頃
よ
り
町
内

の
一
部
が
停
電
と
な
り
、
水
道
施
設
に
影

響
が
出
た
こ
と
か
ら
、
発
電
機
を
配
備
し

ま
し
た
が
、
順
次
復
旧
し
、
５
日
午
後
11

時
44
分
、
全
て
復
旧
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
胆
振
東
部
地
震

は
、
午
前
３
時
７
分
に
厚
真
町
を
震
源
と

す
る
最
大
震
度
７
を
記
録
し
、
当
町
で
も

震
度
５
強
を
記
録
し
、
直
ち
に
職
員
が
登

庁
し
、
３
時
20
分
に
は
、
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
道
路
、
橋
梁
、
公
共
施
設
な

ど
の
被
害
状
況
を
確
認
し
た
ほ
か
、
停
電

に
よ
り
連
絡
の
取
れ
な
い
緊
急
通
報
装
置

利
用
者
な
ど
の
安
否
確
認
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
無
事
を
確
認
し
、
大
き
な
被
害
は
報

告
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
停
電
に
よ
り
、
水
道
、
下
水

道
施
設
と
も
に
ポ
ン
プ
が
作
動
し
な
い

状
況
で
し
た
が
、
直
ち
に
発
電
機
を
配

備
し
、
支
障
を
来
た
す
こ
と
無
く
稼
働

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
固
定
電
話
が
不
通
に

な
る
ほ
か
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
も
つ
な
が
り
に
く
い
状
態
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
役
場
庁
舎
の
ほ
か
本
町
多
目
的

交
流
セ
ン
タ
ー
、
節
婦
生
活
館
に
発
電
機

を
配
備
し
、
テ
レ
ビ
の
受
信
と
携
帯
電
話

な
ど
の
充
電
が
可
能
と
な
る
、
情
報
提
供

所
を
開
設
し
、
後
に
大
狩
部
自
治
会
が
自

主
的
に
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
、
町
内

４
箇
所
で
情
報
提
供
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

停
電
は
、
最
も
早
く
復
旧
し
た
市
街
地

が
７
日
午
前
２
時
頃
で
順
次
復
旧
さ
れ
ま

し
た
が
、
西
新
冠
地
区
は
、
８
日
午
後
９

時
ま
で
電
気
の
無
い
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
け

が
人
１
名
の
ほ
か
、
停
電
の
影
響
に
よ
り
、

酪
農
業
に
お
い
て
、
生
乳
の
受
け
手
が
無

く
、
止
む
無
く
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
、
そ
の
被
害
額
は
、
４
６
２
万

円
ほ
ど
に
及
ぶ
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

１　

「
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価

報
告
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
の

重
点
施
策
に
基
づ
き
、
内
部
評
価
を
し
た

後
、
学
校
評
議
員
、
社
会
教
育
委
員
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
ド
・
レ
・
ミ
保
護
者

会
に
外
部
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
結

果
に
基
づ
き
、
今
年
度
の
執
行
状
況
を
更

に
分
析
し
、
次
年
度
以
降
の
事
務
事
業
の

改
善
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

２　

平
成
30
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
調
査
は
、
小
学
校
６
学
年
、

中
学
校
３
学
年
を
対
象
に
国
語
及
び
算

数
・
数
学
に
理
科
を
加
え
た
学
力
調
査
と

「
学
習
状
況
調
査
」
「
学
校
に
対
す
る
質
問

紙
調
査
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
学
力
調

査
の
結
果
は
、
小
学
校
は
、
総
体
的
に
、

全
道
平
均
と
ほ
ぼ
同
様
、
中
学
校
に
お
い

て
は
、
全
教
科
で
全
道
、
全
国
を
上
回
っ

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
質
問
紙
調
査
か

ら
は
、
小
中
と
も
に
「
生
活
習
慣
」
「
自

尊
感
情
」
に
つ
い
て
低
い
傾
向
に
あ
り
、

本
調
査
の
留
意
事
項
に
基
づ
き
、
各
学
校

で
は
、
教
職
員
が
更
に
分
析
を
行
い
、
今

後
の
授
業
改
善
の
取
り
組
み
や
、
家
庭
で

の
学
習
時
間
改
善
に
向
け
て
の
保
護
者
と

の
連
携
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

３　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
結
果

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

　

６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震

の
事
故
を
受
け
、
早
急
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
朝
日
小
学
校
の
校

門
が
ブ
ロ
ッ
ク
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
片
側
の
門
に
つ
い
て
は
若
干
の
傾
き

が
見
ら
れ
た
た
め
全
て
撤
去
し
、
朝
日
小

学
校
の
名
称
が
記
入
さ
れ
て
い
る
門
に
つ

い
て
は
、
高
さ
を
切
り
詰
め
る
こ
と
と
し

て
、
７
月
27
日
か
ら
工
事
を
行
い
、
７
月

30
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

４　

社
会
科
副
読
本「
に
い
か
っ
ぷ
」

の
作
製
に
つ
い
て

　

社
会
科
副
読
本
は
、
主
に
第
３
・
４
学

年
の
社
会
科
の
授
業
で
使
用
さ
れ
、
平
成

31
年
度
か
ら
使
用
す
る
副
読
本
に
つ
い

て
、
編
集
作
業
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴
い
、

本
定
例
会
に
お
い
て
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

５　

新
冠
町
少
年
国
内
研
修
交
流

事
業
参
加
者
の
決
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
実
施
は
、
例
年
ど
お
り
研

修
先
を
沖
縄
県
と
し
、
定
員
20
名
に
対

し
21
名
の
応
募
が
あ
り
、
７
月
25
日
に

面
接
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
協
議
し
た

結
果
、
教
育
的
事
業
効
果
に
鑑
み
、
21

名
全
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
判
断
し
、

ま
た
、
引
率
者
も
指
導
上
か
ら
１
名
増

員
さ
せ
、
５
名
体
制
で
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
増
員
分
に
つ
い
て
補
正
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

６　

台
風
21
号
及
び
胆
振
東
部
地
震

に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

　

台
風
21
号
は
通
学
時
間
帯
へ
の
影
響
を

考
慮
し
、
前
日
の
判
断
と
し
て
、
小
中
学

校
の
始
業
時
間
を
２
時
間
遅
ら
せ
、
同
様

に
、
認
定
こ
ど
も
園
の
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
も
時
間
を
繰
り
下
げ
て
運
行
し
ま
し

た
。
次
に
、「
胆
振
東
部
地
震
」
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
同
日
、
各
校
長
と
こ
ど
も

園
長
を
招
集
し
、
余
震
や
停
電
に
よ
る
授

業
や
給
食
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
休
校
・

休
園
と
す
る
旨
を
決
定
し
、
同
日
14
時
に

は
、
翌
日
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、
７

日
も
休
校
・
休
園
と
す
る
こ
と
で
対
応
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
教
育
施
設
に

お
き
ま
し
て
は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
と
郷
土

資
料
館
を
９
月
６
日
の
終
日
休
館
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

夜
間
を
休
館
と
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
教
育
施
設
の
休

校
・
休
館
な
ど
に
よ
り
、
ご
心
配
や
ご
不

便
の
中
、
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
を
賜
り
、

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
長
行
政
報
告

工事後の朝日小学校校門ブロック塀

現在使用している副読本

昨年度の国内研修の様子②

台風 21 号によるビニールハウス被害状況

病床再開時に町長が職員に訓示

昨年度の国内研修の様子①

第３回定例会 第３回定例会
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秋
の
交
通
安
全
運
動

人
の
波
作
戦
の
実
施

　

９
月
12
日
～
14
日
に
か
け
て
認

定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
園
児

が
、
町
内
４
カ
所
の
高
齢
者
施
設

を
訪
問
し
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

訪
問
先
の
一
つ
と
な
っ
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ゆ
ー
あ
い
天
馬
」

で
は
、年
中
組
の
園
児
21
名
が
訪
れ
、

ド
ラ
え
も
ん
の
踊
り
な
ど
を
披
露

し
た
後
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
手
遊
び
歌
を
歌

い
、感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
、
判
官
館
霊
園
内
無

縁
納
骨
堂
前
で
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的

な
儀
式
で
あ
る
供
養
祭
（
イ
チ
ャ

ル
パ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
伝
統
的
な
民
族
衣

装
を
身
に
ま
と
っ
た
関
係
者
や
参

列
者
が
70
名
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
神
に
神
酒
を
捧
げ
る

カ
ム
イ
ノ
ミ
な
ど
の
儀
式
が
行
わ

れ
、
昼
食
の
時
間
に
は
、
伝
統
的

な
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

苫
小
牧
ア
イ
ヌ
文
化
保
存
会
に
よ

る
輪
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
レ
・
コ
ー
ド
パ
ー

ク
で
図
書
プ
ラ
ザ
主
催
に
よ
る
、

『
あ
お
ぞ
ら
図
書
館
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
空
の
も

と
、
「
び
っ
く
り
箱
」
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
作
り
＆

あ
お
ぞ
ら
撮
影
会
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
子
ど
も
司
書
に
よ
る
ア
ニ
マ

ル
号
で
の
本
の
貸
し
出
し
な
ど
も

行
わ
れ
、　

多
く
の
子
ど
も
た
ち

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
、
東
町
老
人
ク
ラ
ブ
が

高
齢
者
共
同
生
活
施
設
『
あ
い
あ
い

荘
』
の
窓
ガ
ラ
ス
と
施
設
周
辺
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年
９
月

20
日
を
「
社
会
奉
仕
活
動
の
日
」

と
定
め
、
毎
年
清
掃
活
動
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
、
会

員
約
20
名
が
参
加
し
、
ブ
ラ
シ
で

窓
ガ
ラ
ス
を
洗
っ
た
ほ
か
、
レ
ー

キ
や
手
作
業
で
落
葉
を
拾
い
集

め
、
入
居
者
の
た
め
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

第
36
回
新
冠
無
縁
墓
供
養
法
要

先
人
の
慰
霊
の
た
め
に

読
書
の
秋　

『
あ
お
ぞ
ら
図
書
館
』

多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
う

東
町
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る

社
会
奉
仕
活
動
『
あ
い
あ
い
荘
』
清
掃

　

９
月
20
・
21
日
の
２
日
間
、
静
内
高
校
２

年
生
が
手
作
り
工
房
ミ
ル
ト
を
は
じ
め
、
新

冠
温
泉
、
新
冠
消
防
、
役
場
な
ど
で
職
場
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

不
安
や
緊
張
も
多
く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
２
日
間
と
い
う
短
い

時
間
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
仕
事
の
楽
し
さ

や
難
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

掲
載
写
真
は
、
役

場
の
広
報
業
務
を
体

験
し
た
、
高
校
生
が

撮
影
し
た
写
真
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

静
内
高
校
２
年
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

９
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、

新
冠
中
学
校
と
レ
・
コ
ー
ド
館
で

『
第
45
回
新
冠
中
学
校
学
校
祭
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
演
劇
発
表
、
壁
新
聞
・

壁
画
展
示
、
２
日
目
は
、
吹
奏
楽
部

の
発
表
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が

行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
最
高
の
仲
間
と
最
高
の

景
色
を
」
の
文
字
ど
お
り
、
仲
間
と

協
力
し
合
い
、
最
高
の
舞
台
で
最
高

の
発
表
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
45
回
新
冠
中
学
校
学
校
祭

～
仲
間
と
創
り
あ
げ
た
最
高
の
時
間
～

新
冠
小
学
校
校
下
敬
老
会

カ
ラ
オ
ケ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
賑
わ
う

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

９
月
28
日
、
役
場
会
議
室
で
新

冠
町
と
立
命
館
慶
祥
高
等
学
校
（
江

別
市
）
が
地
方
創
生
人
材
育
成
制

度
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
同
校
が
新
冠
中

学
校
か
ら
の
推
薦
枠
を
１
名
設
け
、

推
薦
を
受
け
た
生
徒
は
当
町
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
し

て
町
の
課
題
を
研
究
発
表
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
地
域

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
25
日
、
字
朝
日
の
吉
田
サ

ト
さ
ん
が
、
平
成
31
年
１
月
１

日
で
１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と
銀

杯
、
ま
た
、
新
冠
町
か
ら
感
謝

の
意
を
込
め
て
、
長
寿
祝
い
金

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
サ
ト
さ
ん
は
、
１
０
０

歳
と
は
思
え
な
い
ぐ
ら
い
大
変

元
気
で
、
当
日
、
家
族
も
駆
け

つ
け
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

新
冠
町
の
活
性
化
の
た
め
に

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校
と
の
調
印
式

朝
日　

吉
田　

サ
ト
さ
ん

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
21
日
、
レ
・

コ
ー
ド
館
前
で
、
交

通
安
全
運
動
『
人
の

波
作
戦
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み

は
、
交
通
安
全
週
間

に
合
わ
せ
て
年
に
２

回
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
建
設
協
会
関

係
者
、
新
冠
消
防
や

役
場
職
員
な
ど
の
町

民
約
２
５
７
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
交
通

安
全
」
の
黄
色
い
旗

を
手
に
、
車
が
通
過

す
る
た
び
に
安
全
運

転
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で

敬
老
会
が
開
か
れ
、
新
冠
小
学
校

校
下
の
自
治
会
関
係
者
と
高
齢
者

約
１
９
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
内
で
敬
老
の
日

を
迎
え
た
75
歳
以
上
の
方
は
、

８
２
８
名
で
し
た
。

　

こ
の
会
場
で
は
、
オ
ー
ド
ブ
ル
や
お

酒
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
カ

ラ
オ
ケ
や
カ
ピ
リ
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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ご寄附ありがとうございました。
（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆苫小牧信用金庫	 （1,500,000 円）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆小山田　あき子	 （なす 5kg）

☆斉藤　艶子	 （なす 5.5kg）

☆畑中　与治	 （古布１箱）

☆木村　千鶴子	 （カット布２袋）

☆高橋　百合	 （古布３袋）

☆藤原　則行	 （古布１袋）

☆葛野　弘子	 （古布２袋）

☆ルナ美容室・谷口 啓子	 （パン 100個）

☆ボランティアグループあゆみ	（カット布２箱・２袋）

☆ボランティアグループちょぼら	（カット布４袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆田村　裕子	 （30,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆尾張　スキ子	 （古布１箱）

☆藤原　文子	 （古布２袋）

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

１０
月

13日（土）
14日（日）
15日（月）

①６：30～
②７：30～
③８：30～
④９：30～
⑤ 10：30～

・特定健診
・胃、肺、大腸、前立腺がん検診
・肝炎ｳｲﾙｽ、ｴｷﾉｺｯｸｽ症検査

保健センター

15日（月） 13：30～15：30 認知症カフェ（えま茶） えましあ

17日（水）
10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾② 節婦老人憩いの家

受付16：00～ 二種混合予防接種 保健センター

18日（木） 18：00～20：00 からだリセット講座 保健センター

19日（金） 13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

23日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

保健センター
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

24日（水） 10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾③ 節婦老人憩いの家

31日（水） 10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾④ 節婦老人憩いの家

１1
月

５日（月）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）
保健センター

13：30～15：00 節婦生活館

６日（火） 受付 13：10～ ＢＣＧ予防接種 保健センター

９日（金）
10：00～11：30 脳の元気アップ教室

（認知症予防教室）
泊津生活館

14：00～15：30 泉生活館

14日（水）
10：00～12：00 お喜楽☆おたっしゃ塾⑤ レ・コード館

13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

～からだリセット講座のお知らせ～
　最近メタボが気になる…という方はいませんか？

6月から夜の部で開催している「からだリセット講座」

ですが、11 月からは昼の部が始まります。様々なプ

ログラムを通して、楽しく若返りを目指しましょう！

子育て中のお母さんにもおススメです。過去に参加

経験のある方や全ての回に参加できない方も大歓迎

です。申込みお待ちしています！

◆日時　平成 30 年 11 月 16 日（金）、12 月 18 日（火）

　　　　平成 31 年 １月 18 日（金）、２月 21 日（木）

　　　　３月 15 日（金）　　10 時 00 分～ 12 時 00 分

◆場所　保健センター（１月 18 日は町民センター）

◆対象　町内に在住する 30 ～ 64 歳の方

（対象年齢以外の方で参加を希望される方は、気軽に

ご相談ください）

◆内容　①血液観察や血管年齢・脳年齢などの各種測定

　　　　②専門家による運動指導や栄養・歯科講座

　　　　③自分に合った目標を決めて生活習慣の改

　　　　善に挑戦！

◆定員　限定 12 名

～出前講座はいかがですか？～
　保健福祉課では、町民・事業者の皆さまを対象と

した出前講座に講師を派遣しております。保健師・

管理栄養士・歯科衛生士などが出向いて、健康に関

する疑問にお答えしたり、日常生活を送るうえでの

アドバイスをお伝えしています。自治会・サークル

などの集まり、地域で主催するイベント、会社の研

修などの企画に、ぜひご活用ください。内容・日程・

時間などはご相談ください。

　●問い合わせ：保健福祉グループ健康推進係

　　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

★チャイルドランド★
・期日　11 月２日（金）　10 時～ 11 時 30 分

・内容　実技講演・楽しい音楽あそび

・申し込み期間

　10 月 19 日（金）～ 10 月 30 日（火）

・定員　15 組

★子育てサークルぴぐれっと★
・期日　11 月８日（木）　10 時～ 11 時 30 分

・内容　ベビーサイン講演会

※ベビーサインとは、上手く話せない赤ちゃんと簡

単な手話やジェスチャーでお話しする育児法です。

・申し込み期間

　10 月 22 日（月）～ 11 月２日（金）

・定員　20 組

★おしゃべりルーム★
・期日　11 月 29 日（木）　10 時～ 11 時 30 分

・内容　ぬいぐるみお泊り会

・申し込み期間

　11 月 16 日（金）～ 11 月 28 日（水）

・定員　10 組

※今月号の広報より子育て支援センターの事業を毎

月掲載していきます。詳しくは、子育て支援センター

までお問い合わせ下さい。

●問い合わせ先

　新冠町教育委員会子育て支援センター ☎ 0146・47・4525

　次の日程により、贈呈式を挙行いたしますので、多

くの町民の皆さんのご参列をお待ちしております。

・日時　11 月３日（土祝）午前 10時開式

・場所　レ・コード館町民ホール

●問い合わせ先

　総務課総務グループ総務係☎ 0146・47・2497

　町では、町政への理解を深めていただき、開かれた

行政を推進するため、昨年度に引き続き、町長が地域

に出向き、町民と膝を交えて意見交換を行う町政懇談

会を開催します。

　鳴海町長が各種事業の方向性について説明を行うと

ともに、地域の方々と地域の課題について意見交換を

したいと考えております。開催場所や時間については、

町政事務委託文書などでお知らせいたしますので、多

くの町民の皆さんのご出席をお願いいたします。

　なお、開催についてのお問い合わせなどについては、

企画課広報統計係までご連絡ください。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ広報統計係☎0146・47・2498

子育て支援センターからのお知らせ

平成 30年度
新冠町功労賞・善行賞贈呈式

町政懇談会の開催について

　平成 31 年 1 月 13 日（日）レ・コード館にて成人

式を開催いたします。出席するには事前の申込みが

必要ですので、出席を希望される方は、期日までに

教育委員会社会教育課へご連絡ください。

・対象者

　平成 10年 4月 2日～平成 11年 4月 1日生まれ

の方で、次の条件を満たす方。

　（1）現在、新冠町に在住している方

　（2）新冠町出身の方

・成人式開催日時

　平成 31年 1月 13日（日）12時 00分から

　※当日受付 10時 30分～ 11時 20分

　※写真撮影 11時 20分～ 11時 40分

・会　場

　レ・コード館町民ホール

・申込方法

①対象となる新成人の氏名、②生年月日、③現住所、

④案内状の送付先を、11月 16日（金）までに、教育

委員会社会教育課（レ・コード館）にお伝えください。

申込みは家族の方でも構いません。なお、既に通知

ハガキが届いている方も、申込みが必要です。

●申し込み・問い合わせ先

　新冠町教育委員会社会教育課（レ・コード館内）

　電話：0146-45-7833 FAX：0146-45-7778

　メール：record01@cocoa.ocn.ne.jp

新冠町成人式の申し込み

保健福祉課からのお知らせ

　平成 30 年 11 月１日現在で ｢2018 年漁業センサス

｣を実施します。

　「漁業センサス」は、我が国漁業の生産構造、就業

構造を明らかにするとともに、漁村、水産物流通・

加工業などの漁業をとりまく実態と変化を総合的に

把握することを目的に、統計法に基づいて５年ごと

に行う大規模な調査です。

　10 月中旬から調査員が漁業関係者の方々を訪問し

ますので、調査票に漁業の操業状況などの記入をお

願いします。なお、インターネットを利用したオン

ラインでの回答も可能です。

　「漁業センサス」は、

漁業の現状を知り将来を

考えるための大切な調査

です。ご協力をお願いし

ます。

●問い合わせ

企画課

まちづくりグループ

広報統計係

☎ 0146・47・2498

漁業センサスにご協力お願いします
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置
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
、
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
設
置
す

る
場
所
に
よ
り
許
可
で
き
る
面
積

や
高
さ
な
ど
条
件
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
、
変

更
す
る
際
に
は
、
お
気
軽
に
日
高

振
興
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
振
興
局
建
設
指
導
課

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
２
９
１

　

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
。
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。

　

労
働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業

員
の
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

　

日
高
流
域
の
地
域
管
理
経
営
計
画

等
の
策
定
に
関
す
る
地
元
意
見
交
換

会
の
参
加
者
を
募
集
致
し
ま
す
。

　

国
有
林
の
森
林
計
画
づ
く
り
に
皆

様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

・
日
時　

10
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

・
会
場　

新
ひ
だ
か
町
公
民
館

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
南
部
森
林
管
理
署

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
６
１
５

　

新
冠
ト
リ
ム
ク
ラ
ブ
は
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
の
開
始
前
に
健
康
体
操
を
取
り

入
れ
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
16
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
定
期
的
に
体
を
動
か
す

こ
と
は
、
健
康
に
も
役
立
ち
ま
す
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
で
、
一
緒
に
健
康
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　

年
齢
や
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
経
験
は

問
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
見
学
し
て

み
た
い
と
い
う
方
も
、
気
軽
に
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
時　

毎
週
水
曜
日　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
会
場　

新
冠
町
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ク
ラ
ブ
代
表　

山
田　

政
行

☎
０
８
０
・
２
８
７
４
・
２
３
０
５

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
開
設
日

10
月-

15
日
（
月
）・
17
日
（
水
）

　
　
　

22
日
（
月
）・
24
日
（
水
）

　
　
　

29
日
（
月
）・
31
日
（
水
）

11
月-

5
日
（
月
）・
７
日
（
水
）

　
　
　

12
日
（
月
）・
14
日
（
水
）

　
　
　

19
日
（
月
）・
21
日
（
水
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

自
衛
官
募
集
の
案
内

〇
第
４
回
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

・
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満
の
男
女

・
受
付　

11
月
13
日
ま
で

・
試
験　

　

男
子　

11
月
18
～
20
日
の
内
１
日

　

女
子　

11
月
18
～
19
日
の
内
１
日

〇
第
５
回
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

・
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満
の
男
女

・
受
付　

12
月
11
日
ま
で

・
試
験　

　

男
子　

12
月
14
～
16
日
の
内
１
日

　

女
子　

12
月
15
～
16
日
の
内
１
日

〇
高
等
工
科
学
校
（
男
子
）
の
募
集

・
資
格　

中
学
卒
業
（
見
込
み
）
～

　
　
　
　

17
歳
未
満

●
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐
所

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
に
役
立

て
て
も
ら
う
た
め
、
義
援
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

〇
募
集
期
間
（
共
通
）

　

平
成
30
年
9
月
12
日
～

　
　
　
　
　

平
成
31
年
3
月
31
日

・
募
集
窓
口
①

　

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
新
冠
分
区

　

新
冠
町
役
場
町
民
生
活
課
内

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
２

・
募
集
窓
口
②

　

新
冠
町
共
同
募
金
委
員
会

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

本
年
に
入
り
、「
ハ
ガ
キ
型
の
架
空

請
求
詐
欺
」
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

記
載
の
問
合
せ
先
な
ど
に
連
絡
す

る
と
、
弁
護
士
を
名
乗
る
者
か
ら
連
絡

が
来
て
、
数
万
円
以
上
を
複
数
回
要
求

し
て
だ
ま
し
取
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

お
金
な
ど
を
要
求
す
る
連
絡
が
来

た
ら
「
サ
ギ
」
と
疑
い
、
す
ぐ
に
渡

さ
ず
、
送
ら
ず
、
振
り
込
ま
ず
、
警

察
等
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　

様
々
な
事
情
で
、
家
庭
で
生
活
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
養
育
す
る
の
が
里
親

制
度
で
す
。

　

養
育
に
適
し
た
環
境
で
の
生
活

で
、
子
ど
も
へ
の
理
解
と
愛
情
、
養

育
に
対
す
る
熱
意
あ
る
方
々
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
制
度

や
要
件
等
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
方
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
室
蘭
児
童
相
談
所

☎
０
１
４
３
・
４
４
・
４
１
５
２

○
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

○
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
係
わ
る

苦
情
で
あ
れ
ば
、「
苦
情
審
査
委
員
」

に
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

○
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審

査
委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な
立

場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、

必
要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

○
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

○
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護

に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

①
苦
情
申
立
の
窓
口
は
、
道
庁
の

『
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
』
か
各
総
合

振
興
局
（
振
興
局
）
の
総
務
課
。

②
苦
情
申
立
書
の
付
い
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
申
立

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

↓
道
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
総
合
案

内
」
の
道
政
相
談
等
の
窓
口

↓
「
２
苦
情
審
査
委
員
の
窓
口
」

の
道
政
に
関
す
る
苦
情
申
立
て
は
、

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
へ

↓
４
苦
情
申
立
て
に
つ
い
て
（
申

立
書
は
こ
ち
ら
）

④
申
立
て
方
法
は
、「
苦
情
申
立
書
」

に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
・
２
０
４
・
５
５
２
３

　

北
海
道
は
、
屋
外
広
告
物
の
面

積
や
設
置
で
き
る
場
所
な
ど
を
条

例
で
定
め
て
お
り
、
ま
ち
な
か
や

国
道
、
道
道
の
脇
に
広
告
物
を
設

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

　10月 19日（金）に一日行政相

談所を開設します。

　皆さんから、年金や福祉・道

路などの行政に対する意見や苦

情・要望などの相談を無料で受

付いたします。

○期日：10月 19日（金）

○時間：午前10時～午後 3時

○場所：レ・コード館研修室２

●問い合わせ先

　総務省行政相談委員　

　東　義海さん

　☎ 0146・47・3129

地
域
管
理
経
営
計
画
等
の

 

策
定
に
関
す
る
意
見
交
換
会

道
の
苦
情
審
査
委
員
制
度

知
っ
て
ま
す
か
？

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

新
冠
ト
リ
ム
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

 
 

日高中部通年雇用促進協議会
新ひだか町商工労働観光課内・新冠町企画課内 

お問い合わせ 
☎０１４６－４３－２１１１（内線２９２） 

求人情報、会社紹介 
通年雇用の求人に
社屋、仕事風景、職場の雰囲気が伝わる写真も

載せて、会社をアピールしてみませんか。

作成のお手伝いも 
いたします！ 

掲載無料

静
内
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
！

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

一日行政相談所ご案内 北
海
道
胆
振
東
部
地
震

 

災
害
義
援
金
受
付
中
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今月の一冊

芸は人なり、人生は笑いあり

桂　歌丸／ポプラ社

　ご隠居さんも、長屋の夫婦も。

選りすぐりの古典落語、どうぞ

たっぷりお楽しみください－。

桂歌丸の名作落語集。「後生鰻」

「中村仲蔵」「ねずみ」など、お

気に入りの演目全８席を、ネタ

の裏話とともに収録する。

新着ガイド
柔道のルール　審判の基本	 鈴木　桂治

とんでもない死に方の科学	 コーディー・キャシディー

おいしい北海道やさい	 加藤　淳

デザイナーが知っている大人をきれいに見せる服	 海外　竜也

くらげホテル	 尾崎　英子

怪しくて妖しくて	 阿刀田　高

むすびつき	 畠中　恵

六月の雪	 乃南　アサ

「北の国から」異聞	 倉本　聡

未踏世界の探検者　間宮林蔵	 赤羽　栄一

フジコ・ヘミング１４歳の夏休み絵日記	 フジコ・ヘミング

ヒャッケンマワリ	 竹田　昼

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆イベントカレンダー
10 月 24日（水）10：30～ あかちゃん絵本の読み聞かせ

10月 27日（土）13：30～ びっくり箱のおはなし会

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

☆新冠小学校２年生　福田貴叶さん　

読書記録 40 冊達成
　福田さんが読書記録40冊目を達成されました。

　野球の練習があるので図書プラザに来てゆっくりと

本を選ぶことも難しくなってきたそうですが、福田さ

んの読書スイッチはONの状態を保っているようです。

　本を読みはじめると時間を忘れるほど夢中にな

り没頭するそうです。

　福田さんは小学校入学から読書記録を使い始め、

なんと１，２００冊以上の本を読破したことになり

ます。

　図書プラザでは新冠の

子どもたちが楽しみなが

ら読書できるように、『読

書記録』という手帳をご

用意しています。

　町内の小学生は読書

記録５冊を終了したら

『まなボード』、読書記

録 10 冊目以降は『広報

にいかっぷ』で発表し

ています。

縄
跳
び
ト
リ
ッ
ク
（
技
）
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

  

『 

ベ 

ル 

』
②

　

前
後
に
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
、
前
と
び
を
し
ま
す
。

後
ろ
に
着
地
し
た
時
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い
の
で
、

し
っ
か
り
踏
ん
張
っ
て
跳
び
ま
し
ょ
う
。

③ ①②

⑦ ⑥

④

⑤

●

解

説

アニマル号（移動図書館車）運行日程

10：30～ 11：00	 おうるの郷

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10	 新冠中学校

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：15～ 11：30	 太陽郵便局

10：10～ 10：30	 朝日小学校

10：30～ 11：00	 おうるの郷

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

10 月 18 日

19 日

24 日

25 日

11 月８日

15 日

16 日
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

平
成
30
年
10
月
12
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

　

第
六
話　

　

「
町
内
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
～

　
　

新
冠
川
を
中
心
と
し
て
」　

（
要
約
文
）

　

新
冠
に
は
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
地
区
ご
と
に
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
ア
イ

ヌ
民
族
の
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し
が
感
じ
と
れ
ま
す
。

〈
１
〉
市
街
地
区
（
本
町
・
中
央
町
・
北
星
町
・
東
町
）

●
ウ
ラ
イ
（
ペ
ッ
）
：
ウ
ラ
リ
川
の
こ
と
で
す
。
ウ
ラ

　

イ
「
魚
の
ヤ
ナ
」
の
意
味
で
、
昔
は
魚
が
た
く
さ
ん

　

い
た
川
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〈
２
〉
高
江
地
区

●
ポ
ロ
ヌ
プ
リ
：
現
在
の
判
官
館
で
す
。
ポ
ロ
・
ヌ
プ

　

リ
「
親
（
大
き
な
）・
山
」
と
い
う
意
味
で
す
。

〈
３
〉
朝
日
地
区

●
ソ
ー
パ
ラ
イ
：
チ
ョ
リ
パ
ラ
イ
川
と
呼
ば
れ
て
い
ま

　

す
。
ソ
ー
・
パ
ラ
・
イ
「
滝
・
広
い
・
と
こ
ろ
」
と

　

い
う
意
味
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
４
〉
西
泊
津
地
区

●
ポ
ン
ハ
ッ
ク
ッ
：
中
央
牧
場
付
近
を
流
れ
る
川
で
す
。

　

ポ
ン
・
ハ
ッ
・
ク
ッ
「
小
さ
な
・
ブ
ド
ウ
の
実
・
コ

　

ク
ワ
の
実
」
と
い
う
意
味
で
す
。

〈
５
〉
大
富
地
区

●
マ
ウ
ニ
ソ
ロ
：
マ
ニ
ソ
ロ
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
川
で

　

す
。
マ
ウ
ニ
・
ウ
シ
・
ソ
ロ
「
ハ
マ
ナ
ス
・
群
生
す

　

る
・
所
」
と
い
う
意
味
で
す
。

〈
６
〉
万
世
地
区

●
リ
ク
ン
サ
ル
：
ア
ラ
キ
フ
ァ
ー
ム
の
あ
る
高
台
を
呼

　

ん
で
い
ま
す
。
リ
ク
・
ウ
ン
・
サ
ル
「
高
い
・
あ
る
・

　

茅
」
と
い
う
意
味
で
す
。

〈
７
〉
明
和
地
区

●
ア
ク
マ
ッ
プ
：
明
和
と
万
世
地
区
の
境
界
と
な
っ
て

　

い
る
川
で
す
。
ア
ク
・
オ
マ
・
プ
「
私
・
飲
む
・
入

　

る
・
所
」、
ア
ク
・
オ
マ
・
プ
「
仕
掛
弓
・
あ
る
・
所
」

　

と
も
理
解
さ
れ
ま
す
が
、
定
説
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
８
〉
新
栄
地
区

●
セ
プ
：
新
栄
と
泉
地
区
の
境
界
を
流
れ
る
セ
ブ
川

　

の
こ
と
で
す
。
セ
プ
「
広
い
」
と
い
う
意
味
で
、

　

昔
か
ら
川
原
が
広
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

〈
９
〉
泉
地
区

●
ポ
ク
ヤ
チ
：
通
称
「
ポ
キ
ャ
ッ
プ
沢
」
と
呼
ん
で

　

い
ま
す
。
松
浦
武
四
郎
の
日
誌
に
よ
る
と
ポ
ク
ヤ

　

チ
「
下
の
（
が
）・
湿
地
（
泥
）」
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
10
〉
緑
丘
地
区

●
ペ
ン
ケ
ム
ン
ヌ
ェ
プ
：
教
会
の
裏
を
流
れ
る
川
で

　

す
。
ペ
ン
ケ
・
ム
ン
・
ヌ
ェ
・
プ
「
上
に
あ
る
・
草
・

　

は
く
・
所
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

〈
11
〉
古
岸
地
区

●
カ
ッ
ク
ム
：
菱
沼
さ
ん
宅
の
前
を
流
れ
る
川
で
す
。

　

松
浦
武
四
郎
の
日
誌
に
は
「
カ
ッ
ク
ム
（
柄
杓
）
」

　

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
12
〉
若
園
地
区

●
ポ
ン
ス
ネ
ナ
イ
：
畠
山
さ
ん
宅
の
前
を
流
れ
る
川

　

で
す
。
ポ
ン
・
ス
ネ
・
ナ
イ
「
小
さ
な
・
灯
り
・
沢
」

　

の
意
味
で
す
。

〈
13
〉
節
婦
地
区

●
ポ
ロ
ヌ
プ
カ
：
日
高
軽
種
馬
共
同
育
成
セ
ン
タ
ー
の

　

あ
る
高
台
と
思
わ
れ
ま
す
。
ポ
ロ
・
ヌ
プ
カ
「
大

　

き
な
・
原
野
」
と
い
う
意
味
で
す
。

〈
14
〉
岩
清
水
地
区

●
オ
ケ
ン
ル
ン
ペ
：
岩
清
水
ダ
ム
の
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト

　

ル
上
流
に
あ
る
川
で
す
。
オ
・
ケ
ル
ン
・
ウ
ン
・
ぺ
「
そ

　

こ
に
・
家
・
あ
る
・
所
」
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
ま
す
。

８月 21 日～９月 20 日までの届出分（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

石山　 咲
さ よ

葉	（賢太	 牧子 )	 本　町

岡田　 幸
ゆ き の

音	（卓巳	 昌代 )	 北星町

田中　 吏
り つ

諭	（ 貫	 広美 )	 西泊津

中村　 真
ま こ

子	（洋太	 志保 )	 中央町

●おくやみ申し上げます

小笠原　勇三郎	　　８６歳	 本　町

渕　瀬　ト　ヨ	　　９６歳	 泉

志　摩　ヨシノ	　　９７歳	 節婦町

齊　藤　圓　喜	　　９５歳	 太　陽

☆広報に掲載してほしくない方は届出

のとき、町民生活課住民係へお申し出

ください。

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

平
成
30
年
10
月
号
（
通
巻
627
号
）

人の

うごき

人　口	 5,579 人	 （前月比	 －	 ２人）

　男	 2,734 人	 （前月比	 －	 ６人）

　女	 2,845 人	 （前月比	 ＋	 ４人）

世　帯	 2,751 世帯	 （前月比	 －	 8 世帯）
（平成 30 年９月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 32件 （ 21件）

230件 （194件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

５人（３人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

１件（０件）

１件（３件）

発生件数

０件（０件）

４件（２件）

区　分

９月

30年１～９月

区　分

９月

30年１～９月

パパ　　 　　ママ

戸  籍  の  窓～夕暮れ時の交通事故防止～
 ● ドライバーは早めのライト点灯を

 ● 歩行者は夜光反射材の着用、明るい服装を

 ● 道路の横断は横断歩道を利用しましょう　　静内警察署


